




International symposium held by the Institute for World Affairs, Kyoto Sangyo University
“Corporate Social Responsibility and Asian Thoughts: 







　CRT は 1986 年、フレデリック・フィリップス（フィリップス元会長）、オリビエ・ジスカール・
デスタン（欧州ビジネス研究所元副会長）によって創設され、日本と欧米の経済摩擦を緩和する方策
を研究するために創設された。日本からは、賀来龍三郎（元キャノン社長）が参加、「共生」の理念




　そのような問題意識の反映として、2015 年 5 月、東京にてグローバル CRT と CRT 日本委員会との
共催で『持続可能な開発目標（SDG）』に関する「日本からの提言」を検討するためのセミナーが開
催され、ここでとりまとめられた「提言」は国連にも提出された。















基 調 講 演 1  スティーヴ・ヤング（グローバル CRT 事務局長）
基 調 講 演 2  楊　　恒達（中華炎黄文化研究会倫理専門委員会執行会長）
基 調 講 演 3  川勝　平太（静岡県知事）
パネルディスカッション・質疑応答
 パネリスト  スティーヴ・ヤング（グローバル CRT 事務局長）
        楊　　恒達（中華炎黄文化研究会倫理専門委員会執行会長）
        川勝　平太（静岡県知事）
        楊　　煦生（北京大学高等研究院世界論理研究センター教授）
        葦津　敬之（宗像大社宮司）
        矢野　弘典（CRT 日本委員会会長）
        中谷　真憲（京都産業大学世界問題研究所員　法学部教授）
総　　　　括  東郷　和彦（京都産業大学世界問題研究所長）
























































































































グローバル CRT 事務局長  スティーヴ・ヤング





















































































































































































ル 1 から、政府と市民社会とのグローバルな協力活動にいたるレベル 5 まで取り込まれています。賀

















































































































































































































































































早くも 1900 年ごろ、今から 100 年以上前に「東洋のイギリス」と言われるまでになりました。事実、









年、すなわち江戸時代の後半に生まれ、1931 年、昭和 6 年に亡くなった方であります。あるいは関
西の経済界の土台を築いた五代友厚という方がいます。五代もやはり江戸時代の後半、1835 年に生
まれ、明治前期の 1885 年に亡くなられました。渋沢さんは 1840 年から 1931 年、91 歳の長寿を全う




























































家康、この 3 人の英傑でございました。16 世紀後半から 17 世紀初めに活躍した 3 人の英傑に共通し
た大事業の一つが兵農分離であります。すなわち武士を城下町に集住させました。それを完成させた
のは家康で、一国一城を命じて、武士を城下町に集住させました。家康は、大阪の地にありました豊
臣家の牙城、大阪城を 1614 年の冬の陣、1615 年の夏の陣で完璧に滅ぼします。そして 1615 年夏の
陣で豊臣氏を滅ぼした後、元号を元和と改めました。元和というのは、和を元（はじ）めるという意































江戸中期では米沢藩、今の山形県の藩主の上杉鷹山。この方は 1751 年から 1822 年に生きた方で、






















































も、第 1 巻のみ彼が生前にまとめたものです。第一巻の最後に、ursprungliche Akkumulation とあり、





























































































































































































































































































































































































































































コの 21 カ国の大使が世界遺産として認めるか否かを最終的に決定します。宗像は 8 つの資産で構成
されていますが、イコモスの審査では 8 つのうち 4 つしか世界遺産に値しないという厳しい勧告を受





























































































































































































































































































































3 つ目がアメリカのミネソタグループが提唱した「ステークホルダー原則」、この 3 つの原則の上に
「企業の社会的責任とアジア思想：中国知識人との対話」50
















































































































































































　そこで、第 3 に、きょう 4 人の中国の方に来ていただいて、正直言ってちょっと心配でした。日本
でこうやって勉強して一生懸命やってきたことが、中国人の方ともろに話をして一体どこまで通じる
か。これはきょう皆さん 1 日かけてどう思われたか、皆さんお一人お一人に判断していただきたいの
ですが、私個人でいきますと、本当にほっとしたというか、むしろ中国の方とここまでの話ができた
ということで、本当によかったなというふうに思っておりまして、これは一にきょうの皆さんのご発
言の結果であります。
　私は本当にここまで議論ができるかわからなかった点がありました。一つは儒教の問題です。これ
は最初のヤングさんのところから、本来の孔子、孟子の時代の儒教の中にすばらしいものがある。し
かし、その後の皇帝化された需教の中に大きな問題がある。しかし、孔子、孟子の時代に私たちみん
なが学ぶ点があるのじゃないかというヤング先生の話から始まり、それから楊先生の仁愛。仁愛を
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リーダーシップとする人間が本当に世界を引っ張っていく人があるというお話があり、これに矢野先
生の本当の論語に出てくる指導者のイメージは何かということについての大変感動的なお話があり、
そういうものを日本と中国の知識人が本当に共有できるんだなという印象を持ったのが第 1 でござい
ます。
　次に、川勝知事のお話で、きょうは率直に申し上げて、武士道の話が川勝知事からこれほど強烈な
形で出てくるということは、私、予想できなかったところでありまして、しかし、きょうのお話で、
先ほども読みましたけれども、サムライが徳義を重んじ、義を見てせざるは勇なきなりという勇気の
ほか、信頼、知性、学問を身につけた、こういうサムライの精神性というものは実は明治以降の産業
の育成の根本になってきたのだという、本当に目から鱗の話がありまして、中国の方にも無理なく聞
いていただけたのではないかと思います。
　それからその次に、中谷先生がおっしゃられました和。日本社会の中において形成されてきた
「和」、実にそれには深い背景があって、中谷先生がおっしゃった、かつスティーヴが着目した「間」。
つまり対立するものがあったときに、ともすれば西洋の思想というのは、自分がこう言えば相手が違
うじゃないかといってそこを切る。そうじゃなくて、自分と相手が立っている同じ場所というものを
考えることによって究極的に「和」が生まれるのではないか。苦労して私たちが『日本発』の本の中
で考え出した一つの考え方で、しかし、非常に日本において特徴的な考え方というものがきょうここ
でこれだけ深く、川勝知事の賛同も得られて深く議論できたというのは、本当に私はうれしいです。
　最後に、そういう日本の場の中から生まれてきている神道というものについて葦津宮司から見事な
ご説明をいただきまして、最後の楊先生のご発言の中にあったように、こういうものを含めて日本と
の対話というのができていけるのではないかということがきょうの全体の結論というか、共通の雰囲
気になったということは、本当に喜びとするところであります。
　第 4 でありますが、私たちはきょう集まった者みんなが、多分こういうような対話をこれからも
もっとやっていきたい。しかし、きょうはそういう意味では本当の出発点ですので、これからどう
やっていくかということについてはまだもちろんいろいろ難しい問題もあるかと思いますけれども、
とりあえずは明日、クローズセッションでもって半日きょうの議論を続けさせていただき、それから
特に中国から来られた方には京都の神社、それから京都のいろいろなお寺を少しご紹介して、今回の
最初の交流を締めくくらせていただけたらと思います。
　繰り返しますけれども、これは本当の出発点であり、これからどういうふうにやっていくかという
ことは、私たちも一生懸命勉強していきたいと思いますので、きょう縁あってここに来られた方々も、
ぜひいろいろ支持をしていただければありがたいと思います。
　5 分おくれましたけれども、これで今回のシンポジウムを終わらせていただきます。どうぞ皆様、
きょうのパネリストの方、基調講演の方に対して盛大な拍手をお願いいたします。（拍手）
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